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＜連絡事項＞
・テープ類の処方が出た際の保管方法について、薬効が半減する為、折りたたまずセットする事。
　
＜入室状況＞
【入院】
・寺澤　隆様～東病棟Bユニット3号室合併症室

【転出】
・高宮 俊隆様～南病棟Bユニット103号室へ転出。

【転入】
・中居　敬悦様～北病棟301号室→東病棟Dユニット3号室へ転入。

【部屋移動】
・中居　敬悦様～東病棟Bユニット3号室→東病棟Dユニット18号室


＜患者様連絡事項＞
・木口　柊太郎様～15：00、自宅退院。

・和田　昌様～兄嫁様より連絡あり。薫様（兄）が4/18に亡くなったとの事。それに伴い、名義変更等行いたいとの問い合わせあり。今後の同意者は姉（森野　洋子）様へ変更して欲しいと相談あり。PSWへ対応依頼し、更新の同意済。

・小嶋　つ子様～南部町役場　福祉介護課　すずき氏より連絡。認定調査のため面会調整依頼あり、5/1（木）14：00～15：00対面での面会予約を取得。当日は南病棟側玄関にお越しいただくよう案内している。

・中居　敬悦様～ゼプリオン水懸筋注１００mg 1キット処方。

・西舘　ミネ様～DATスキャンの為、八戸赤十字病院へ外出。

・田村　智美様～岩手医科大学付属病院へサマリーFAX依頼済。ご家族へ受診時間の連絡済。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察時間は自室にて臥床し過ごしている。不潔行為、他不穏さ無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。壁蹴り、ドア蹴り無く終始臥床し過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Ｄｒ診察情報＞
・川村 貞子様～臨時薬同内容にて継続処方。ロナセンテープは自分で張り替える練習をさせるよ
うに指示あり。今後はエビリファイのデポ剤検討予定。持参薬一部なくなり当院処方へ切り替え済。

・庭田 久美子様～4/30からの臨時薬コントミン（25）１T寝る前に追加となり、他は同内容にて処方継続。痛み止めを増やして欲しいなどと希望あるも本日へ鎮痛剤に関しては変更しないこと説明している。

・小嶋 つ子様～今夕より臨時薬のリスペリドン内服中止指示あり除剤している。

・北川 ミドリ様～持参薬なくなり当院処方へ切り替え済。臨時薬は4/30から服用分、トラゾドン
中止とし、ミルタザピンとクエチアピン処方としている。

・西舘 ミネ様～4/30から服用分の臨時薬ビオスリー追加となっている。

・山舘 祥希様～4/29服用分の臨時薬ホリゾン中止となり他は同内容にて処方継続。食事の際にふりかけなどを持参して食べているが主治医より、食事は当院から提供されたもののみとし、ふりかけや梅干しは使用不可。またジュースも飲んでいるがジュースも禁止とし水分は水かお茶のみとすること説明している。水分量まで制限はしないが摂取量が多い時は２Lまでとするなど制限設けていく事も説明している。持参のふりかけやジュースなどB詰所にあるので、家族様来院した際は返却お願いします。アルコール依存症治療プログラムに関してはすぐに準備し準備でき次第開始するように指示あり、西病棟へ転出可とのことであった。

・高宮 俊隆様～臨時薬継続処方あり、本人様より「イボ痔の薬がほしい」と希望あり、ヘモポリゾン軟膏28本処方している。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年4月25日　13：00予定
　氏　　名：寺澤　隆（てらさわ　たかし）様
　生年月日：昭和45年12月16日(54歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　四人兄弟の末っ子。兄弟は全員男。初飲は不明だが若い頃から大酒家だった。
　結婚し2児をもうけている。兄と電気屋を営んでいたが、店をたたむことになりコンビニ店員に
転職。R4年に妻が亡くなったことをきっかけに退職し以降就労なし。家事はほぼ妻が行っていたこ
ともあり、破綻した生活を送っていた様子。在労災病院入院中。食事の代わりに飲酒するような生
活を長年続けており、R6年9月に体動困難、食指不振、バイタルデータ不良で同院へ入院している。
低ナトリウム血症の治療を行い回復し退院となっているが、以降も複数回入退院を繰り返している。
現在の入院はR7年3月23日からとなっており、上記に加えて幻視や幻聴、落ち着きのなさが出現
している。またベッドやテーブルの脚にしがみつくことや、「敵がいないか探す」と言ってテーブ
ルの下を覗き込むような奇異行動も見られていた。夜間に不穏となり長女へ電話を掛ける事も複数
回あった。同院精神科の診察を受けるも、現時点で特に診断名はついていない。アルコール治療に
合わせ、他の精神疾患の可能性も考慮し専門治療希望し、R7年4月25日、東病棟合併症室へ医療
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